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RU 28965の 臨床的検討

大山 馨

富山県立中央病院

新 しく開発 され た半合成 マク ロライ ド系抗生物 質RU 28965を1回100mgと150mgを1日2回,

17例の呼吸器感染症に投与 して臨床効果 と副作用 を検討 し,次 の様 な結果 を得 た。

1.臨 床成績

扁桃炎9例 、急性気管支炎3例,慢 性気管支炎の急性増悪1例,気 管支拡張症2例,マ イコプラズ

マ肺炎2例 を含 む17例 で検討 した結果,有 効14例,や や有効3例 で有効率は82.4%で あ った。

2.副 作用

臨床検査値異常 を含めて副作用 はみ られなかった。

RU 28965は エ リスロマイシ ンAの9位 のケ トンを2-

メトキシーエ トキシーメチルオキシムで置換 した半合成マ

クロライ ド系抗生物質で,そ の特徴は

1.吸 収が よく,半 減期が長 く,胃 液抵抗性 にす ぐれ

る。

2.抗 菌スペ ク トルはエ リスロマ イシン(EM)と ほぼ

同様であり,抗 菌力 もEMに 等 しい ということである1)。

今回はこのRU 28965を 臨床 的に使用する機会 を得た

ので17例の呼吸器感染症 に本剤 を投与 し,そ の臨床効果

と副作用について検討 したのでその成績 を報告す る。

I.　材料および方法

昭和61年3月 よ り7月 に当院内科 を訪れた内科系呼吸

器感染症17例 で,そ の内訳 は扁桃炎9例,急 性気管支炎

3例,慢 性気管支炎の急性増悪1例,気 管支拡張症2例,

マイコプラズマ肺炎2例 であった。対象の性別 は男6例,

女11例で,年 齢 の分布は32歳 か ら76歳 であった。

RU 28965の投与量 は1回100mgと150mgの2通 りで,

投与回数は1日2回 とした。投与期間は7日 か ら14日 で

あり,総 投与量の最高は4.29で あった。

効果判定の基準 は前報2)の抗菌製剤投与判定時に行 っ

たものを用いた。従って,臨 床効果は著効,有 効,や や

有効。無効の4段 階で判定 し,そ れに細菌学的効果を併

せて総合効果 と して,最 終的 に著効,有 効,や や有効,

無効の判定を行 った。

II.　臨 床 成 績

治療対象者,RU 28965の 投与量投与法,病 巣分離菌,

治療効果お よび副作 用についてはTable 1に一括表示 し

た。 また総合効果 につ いてはTable 2に,病 巣分離菌 に

対する効果 は別にTable 3に総括 した。

呼吸器感染症 の疾患別効果につ いてみ ると扁桃 炎9例

はいずれ も有効,急 性気管支炎の3例 で は有効2例,や

や有効1例,慢 性気管支炎の1例 は有効であ ったが,気

管 支拡張症の2例 はいつれ もやや有効であ った。 マイコ

プラズマ肺炎の2例 は有効で,従 って全体では17例 中14

例(82.4%)に 有効の成績が得 られた。今回は著効,無 効

に該 当す る症例はなかった。

病 巣分離菌 の得 られ た12例 につ いてみ るとS.aureus

の分離 された2例 はいずれ も除菌 され,ま たS.Pmeumo-

niaeの2例 も除菌 され有効で あった。H.influenzaeの 分

離 された8例 では扁桃炎の4例 は除菌 されたが,気 管支

炎 と気管支拡張症4例 中除菌 されたの は1例 で,急 性気

管支炎の1例 および気管支拡張症の2例 で は菌の減少に

とどまってお り,臨 床効果 もやや有効であった。

RU 28965投 与症例 について 自覚症状,他 覚 的所見,

尿,血 液一般検査,肝 機能,腎 機能検査等 を経過 ととも

に観察 した。それらの中か ら血 液一般検査,血 液生化学

検査 の一部 およびクームス反応 の成績 はTable 4に まと

めた。その結果,副 作用 として自 ・他覚症状 および検査

値異常 はみ られなかった。

III.考 察

RU 28965は 半合 成マ クロライ ド系抗生物質で,そ の

特徴 とす るところは,1.胃 酸抵抗性 にす ぐれる,2.

吸収 がよ く半減期 が長 い,3.1日 投与量 を少な くす る

こ とが 出来 るためマクロライ ド系抗生物質で問題 になる

肝 障害 に対 して安全性が高い,等 といわれている。

今 回対象 としたのは扁桃炎,急 性気管支炎,慢 性気管

支炎 の急性増悪,気 管支拡張症,マ イコプラズマ肺炎の

計17例 であ った。 これらの症例 に,従 来のマ クロライ ド

系抗 生物 質 の投 与量 よ り少 ない1回100mgお よび150

mgを1日2回 として投与 し,有 効性 と副作用 をみ るこ

とを目的 としたが17例 中14例(82.4%)に 有効の成績が得
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Table 2 Clinical effects of RU 28965

Table 3 Bacteriological effects of RU 28965

Table 4- 1 Laboratory findings

B: Before A: After
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Table 4- 2 Laboratory findings

B: Before A: After

Table 4- 3 Laboratory findings

B: Before A: After
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られた。ただH.influenzaeに よる下気道の感染にはやや

不充分の成績であったが,こ れは気管支拡弧症2例 が含

まれていたことに もよると考え られた。

副作用としては自覚症状,他 覚症状お よび検査値 にお

いていずれ も異常がみ られなかった。

以上,臨 床効果 と副作用のなかったことを併せ て,本

剤の有効性は期待 できるもの と考 えられた。
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CLINICAL EVALUATION OF RU 28965

KAORU OYAMA
Department of Internal Medicine, Toyama Prefectural Central Hospital

In this paper, the author reports the results of a clinical investigation on RU 28965 given in a daily dose of 100 or 150

mg b. i. d. The clinical efficacy and safety of the drug were evaluated in 17 patients with respiratory tract infection: 9

with tonsillitis, 3 with acute bronchitis, 1 with acute exacerbation of chronic bronchitis, 2 with bronchiectasis and 2 with

mycoplasmal pneumonia. The clinical response was good in 14 and fair in 3, the clinical efficacy rate being 82.4%. As to

side- effects, no adverse event was noted.


